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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集積トランスミッション（１２）を介してまとめられる液圧式分岐機構および機械式分
岐機構を有する出力分岐型トランスミッションであって、前進走行方向における少なくと
も二つの走行領域と、後進走行方向における少なくとも二つの走行領域を有するものにお
いて、
　液圧式分岐機構が、第一の液圧式ユニット（１４）と第二の液圧式ユニット（１８）を
備え、これらユニットのストロークボリュームが、共通の部材（２７）を介して調節可能
であり、その際共通の部材（２７）が第一および第二の液圧式ユニット（１４、１８）と
接続されていることを特徴とする出力分岐型トランスミッション。
 
【請求項２】
　集積トランスミッション（１２）が遊星歯車式トランスミッションから成り、この遊星
歯車式トランスミッションの内側の中心歯車（１３）が第一の液圧式ユニット（１４）と
接続されており、かつ外側の中心歯車（１１）が駆動機械（１）によって駆動可能であり
、第二の液圧式ユニット（１８）がキャリア（１５）と相互作用していることを特徴とす
る請求項１に記載の出力分岐型トランスミッション。
【請求項３】
　駆動機械（１）と集積トランスミッション（１２）の間の効力経路内に、リバーストラ
ンスミッション（７）が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の出力分岐型ト
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ランスミッション。
【請求項４】
　集積トランスミッション（１２）と被動部分（２６）の間にギア切り替えトランスミッ
ション（２０）が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の出力分岐型トランス
ミッション。
【請求項５】
　第一のギア内においては、集積トランスミッション（１２）のキャリア（１５）が、ギ
ア切り替えトランスミッション（２０）の第一の減速段を介して被動部分（２６）と接続
可能であり、第二のギア内においては、集積トランスミッション（１２）のキャリア（１
５）が、ギア切り替えトランスミッション（２０）の第二の減速段を介して被動部分（２
６）と接続可能であることを特徴とする請求項４に記載の出力分岐型トランスミッション
。
【請求項６】
　回転する入力軸（２）および静止している被動軸（２６）において、第一の液圧式ユニ
ット（１４）がストロークボリューム無しに調節され、第二の液圧式ユニット（１８）が
最大ストロークボリュームに調節されていることを特徴とする請求項１に記載の出力分岐
型トランスミッション。
【請求項７】
　回転する入力軸（２）および最大可能回転数である被動部分（２６）において、第一の
液圧式ユニット（１４）が自身の最大ストロークボリュームに調節され、第二の液圧式ユ
ニット（１８）がストロークボリューム無しに調節されていることを特徴とする請求項１
に記載の出力分岐型トランスミッション。
【請求項８】
　液圧作動ポンプ（２８）が、出力分岐型トランスミッションの入力軸（２）に対して同
心に配置され、入力軸（２）と相互作用していることを特徴とする請求項１に記載の出力
分岐型トランスミッション。
【請求項９】
　液圧作動ポンプ（２８）が、出力分岐型トランスミッションの走行方向クラッチ（６）
に対して同心に配置され、走行方向クラッチ（６）の駆動部分（４）と相互作用している
ことを特徴とする請求項１に記載の出力分岐型トランスミッション。
【請求項１０】
　前進走行のための走行方向クラッチ（５）が入力軸に対して同心に配置されていること
を特徴とする請求項１に記載の出力分岐型トランスミッション。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に詳しく定義される方式の出力分岐型トランスミッショ
ンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この方式に従う出力分岐型トランスミッションは、液圧式出力分岐機構および機械式出
力分岐機構を備えており、これら出力分岐機構は集積トランスミッションを介してまとめ
られ、被動部分を駆動する。　
【０００３】
　特許文献１は、二つの切り替え領域を有する出力分岐機構を備える液圧式機械式のトラ
ンスミッションを開示し、トランスミッションの無段階の調整は液圧式出力分岐機構によ
って行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】独国特許出願公開明細書　ＤＥ　２８　５４　３７５　Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、少なくとも二つの走行領域を有する出力分岐型トランスミッションを
達成することであり、その際少なくとも二つの走行領域は前進走行方向においてと後進走
行方向において存在し、該トランスミッションは、液圧式出力分岐機構の簡単な駆動にお
いて際立っている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、主請求項に記載の特徴をもまた有する方式に従う出力分岐型トランスミッ
ションによって解決される。
【０００７】
　出力分岐型トランスミッションは、集積トランスミッション内でまとめられる液圧式出
力分岐機構と機械式出力分岐機構を有する。効力経路（Ｋｒａｆｔｆｌｕｓｓ）内には、
リバーストランスミッションが集積トランスミッションに前段接続され、このリバースト
ランスミッションを使ってトランスミッション入力軸の回転方向が、望まれる走行方向に
応じて入れ替えられる。
【０００８】
　作業機械、例えばブルドーザー内での出力分岐型トランスミッションの使用のために好
ましくは、集積トランスミッションは、遊星歯車式トランスミッションとして形成され、
その際、遊星歯車式トランスミッションの外側の中心歯車は、リバーストランスミッショ
ンの出力軸と相互作用しており、遊星歯車式トランスミッションの太陽歯車は、第一の液
圧式ユニットと相互作用し、および遊星歯車式トランスミッションのキャリアは、後段接
続されるギア切り替えトランスミッションと相互作用している。ギア切り替えトランスミ
ッションはその際平歯車トランスミッションとして形成され、よってこの組合せによって
ブルドーザーに必要な軸オフセットが確立可能である。
【０００９】
　本発明のある実施形態では、前進走行のための第一のクラッチが、リバーストランスミ
ッションの近くに出力分岐型トランスミッションの入力軸と同軸に配置されており、遊星
歯車式トランスミッション、ギア切り替えトランスミッションおよび後進走行のためのク
ラッチが出力分岐型トランスミッションの入力軸の外側に、つまりこれに非同軸に配置さ
れている。第二の液圧式ユニットは、集積トランスミッションのキャリアと直接又は平歯
車を介して相互作用しており、好ましくは第一の液圧式ユニットに隣接して配置されてい
る。第一および第二の液圧式ユニットは、一つの共通の部材を有しており、この部材を用
いて第一および第二の液圧式ユニットのストロークボリュームが同時に調節可能である。
その際、第一および第二の液圧式ユニットは、斜軸構造で実施されている。第一および第
二の液圧式ユニットのストロークボリュームは、回転する駆動軸および止まっている回転
軸における出力分岐型トランスミッションの第一の運転方法においては、太陽歯車と相互
作用する第一の液圧式ユニットがストロークボリューム無しに調節され、間接的にキャリ
アと相互作用する第二の液圧式ユニットが自身の最大ストロークボリュームに調節される
ように、共通の部材が、第一および第二の液圧式ユニットを調節するよう実施される。被
動軸が最大許容回転数である出力分岐型トランスミッションの第二の運転方法においては
、第一の液圧式ユニットのストロークボリュームは自身の最大ストロークボリュームに調
節され、第二の液圧式ユニットのストロークボリュームは、ストロークボリューム無しに
調節される。よって全出力は完全に機械的に伝達される。切り替えトランスミッション内
で第一のギアから第二のギアに切替えられなければならない場合、両ギアクラッチが閉じ
る方向で操作され、その際これらギアクラッチの少なくとも一方は、一方のギアクラッチ
の負荷が他方のギアクラッチへ移行されるまでの間、スリップ運転状態に保持される。そ
の際、この移行期間の間、第一の液圧式ユニットおよび第二の液圧式ユニットのギア比（
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Ｕｅｂｅｒｓｅｔｚｕｎｇ）、つまりストロークボリュームは、共通の部材を介して第一
および第二のギアの間の段ジャンプ（Ｓｔｕｆｅｎｓｐｒｕｎｇ）の分だけ減少される。
領域切替えにおけるこの方法によって、出力分岐型トランスミッションは牽引力を中断す
ることなく切り替え可能となる。
【００１０】
　更なる特徴は、図の記載より取り出される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】駆動軸に同軸に配置された作動ポンプを有する出力分岐型トランスミッションの
図
【図２】入力軸と非同軸に配置された作動ポンプを有する出力分岐型トランスミッション
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１。駆動機械１が出力分岐型トランスミッションの入力軸２を駆動している。入力軸
２は、平歯車３と回転不能に接続されている。平歯車３は平歯車４と相互作用しており、
その際前進走行のためのクラッチ５と後進走行のためのクラッチ６と平歯車３と平歯車４
はリバースユニット７を形成している。後進走行のためのクラッチ６を介して平歯車４と
接続可能な平歯車８と、前進走行のためのクラッチ５を介して平歯車３と接続可能な平歯
車９は、平歯車１０と相互作用している。平歯車１０は、遊星歯車式トランスミッション
１２の外側の中心歯車１１と回転不能に固定されている。遊星歯車式トランスミッション
１２は、機械式の出力分岐機構および液圧式出力分岐機構のために集積トランスミッショ
ンを形成している。遊星歯車式トランスミッション１２の内側の中心歯車１３は、第一の
液圧式ユニット１４と接続されている。キャリア１５は、平歯車１６と回転不能に接続さ
れている。平歯車１６は、平歯車１７と相互作用しており、その際、平歯車１７は第二の
液圧式ユニット１８、および減速トランスミッション２０の第二のギアのためのギアクラ
ッチ１９と回転不能に接続されている。平歯車１７は平歯車２１と相互作用しており、こ
の平歯車２１はギアクラッチ２２を介して平歯車２３と接続されている。平歯車２４は平
歯車２３と相互作用している。平歯車２３は平歯車２５を駆動し、これは被動軸２６を駆
動する。第一の液圧式ユニット１４と第二の液圧式ユニット１８は、斜軸式構造の液圧式
ユニットとして形成されており、その際ストロークボリュームは共通の部材２７を介して
調節可能であり、液圧式ユニット１４および１８は互いに隣接して配置されている。作動
ポンプ２８並びにフィードポンプおよび潤滑油圧ポンプ（Ｓｃｈｍｉｅｒｄｒｕｃｋｐｕ
ｍｐｅ）２９は、入力軸２に同軸に配置されている。入力軸２が回転しつつ前進走行方向
に走り出すために、前進走行のためのクラッチ５が閉じられ、後進走行のためのクラッチ
６が開かれ、ギアクラッチ１９は開かれおよびギアクラッチ２２は閉じられる。第一の液
圧式ユニット１４は、ストロークボリューム無しに調節され、第二の液圧式ユニット１８
はその最大ストロークボリュームに調節される。この状況で被動部分２６は止まっている
。今、共通の部材２７が調節されると、第一の液圧式ユニット１４は、そのストロークボ
リュームゼロから調節され、第一の液圧式ユニット１４と閉じた回路内で接続されている
第二の液圧式ユニット１８に圧力媒体を送る。被動部分２６は回転を始める。共通部分２
７の最大限の調節可能域において、第一の液圧式ユニット１４が自身の最大ストロークボ
リュームとなり、第二の液圧式ユニット１８がストロークボリュームゼロとなる。この際
、全出力は、もっぱら機械式の出力分岐機構を介して被動部分２６に伝達される。第二の
ギアが入れられなければ成らない場合、ギアクラッチ１９も、ギアクラッチ２２を閉じる
ために同様に閉じる方向に操作され、その際液圧式ユニット１４および１８のストローク
ボリュームとこれにともなう回転数が新しいギア比に合うまでの間、ギアクラッチ１９ま
たはギアクラッチ２２または両方のギアクラッチが、スリップ運転状態に保持される。引
き続いて、ギアクラッチ２２が完全に開かれ、ギアクラッチ１９が完全に閉じられる。共
通の部材２７を調節することにより今、駆動部分がその被動回転数に変更されることが可
能である。



(5) JP 5238032 B2 2013.7.17

10

20

30

【００１３】
　図２。この図は、作動ポンプ２８と、フィードポンプおよび潤滑油ポンプ２９が平歯車
４と作動接続されており、これによって作動ポンプ２８と、フィードポンプおよび潤滑油
ポンプ２９のストロークボリュームをより小さく実施することができる、というのは平歯
車４の回転数が平歯車３の回転数より大きいから、という点で図１ともっぱら異なってい
る。作動ポンプ２８のみを平歯車４と接続し、フィードポンプ２９は入力軸２と接続する
か、作動ポンプ２８が入力軸２と接続されフィードポンプ２９は平歯車４と接続するとい
う可能性もまた存在する。
【符号の説明】
【００１４】
　１　駆動機械
　２　入力軸
　３　平歯車
　４　平歯車
　５　前進走行のためのクラッチ
　６　後進走行のためのクラッチ
　７　リバースユニット
　８　平歯車
　９　平歯車
１０　平歯車
１１　外側の中心歯車
１２　遊星歯車式トランスミッション
１３　内側の中心歯車
１４　第一の液圧式ユニット
１５　キャリア
１６　平歯車
１７　平歯車
１８　第二の液圧式ユニット
１９　ギアクラッチ
２０　減速トランスミッション
２１　平歯車
２２　ギアクラッチ
２３　平歯車
２４　平歯車
２５　平歯車
２６　被動部分
２７　共通の部材
２８　作動ポンプ
２９　フィードポンプ
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